
四

前
号
の
実
証
試
験
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
及
び

当
該
設
備
の
運
用
時
に
想
定
さ
れ
る
熱
負
荷
に

基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
地
下
水
の
温
度
変
化
に

係
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
実
測
値
が
再
現
で

き
る
も
の
に
限
る
。）に
よ
り
得
ら
れ
る
情
報
か

ら
、
地
下
水
の
温
度
に
著
し
い
変
化
が
認
め
ら

れ
な
い
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
。

五

揚
水
設
備
の
維
持
管
理
及
び
緊
急
時
の
対
応

に
関
す
る
計
画
の
策
定
、
揚
水
設
備
の
試
運
転

の
実
施
、
帯
水
層
蓄
熱
型
冷
暖
房
事
業
の
実
施

期
間
中
に
お
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
及
び

当
該
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
の
都

道
府
県
知
事
へ
の
報
告
、
緊
急
時
の
都
道
府
県

知
事
へ
の
報
告
そ
の
他
の
地
盤
沈
下
の
防
止
等

の
観
点
か
ら
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

省

令

改

正

後

改

正

前

（
基
準
労
働
期
間
）

（
基
準
労
働
期
間
）

第
四
十
二
条
の
二

（
略
）

第
四
十
二
条
の
二

（
略
）

（
略
）

（
略
）

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
就
業
規
則
そ
の

他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
基

準
労
働
期
間
の
起
算
日
及
び
基
準
労
働
期
間
内
に

与
え
る
休
日
（
次
条
第
一
項
の
休
日
に
限
る
。
以

下
第
四
十
二
条
の
五
第
一
項
、
第
四
十
二
条
の
十

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
就
業
規
則
そ
の

他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
基

準
労
働
期
間
の
起
算
日
及
び
基
準
労
働
期
間
内
に

与
え
る
休
日
（
次
条
第
一
項
の
休
日
に
限
る
。
以

下
第
四
十
二
条
の
五
第
一
項
、
第
四
十
二
条
の
十

一
、
第
四
十
五
条
、
第
四
十
八
条
の
二
第
三
項
、

第
四
十
八
条
の
三
第
三
項
、
第
四
十
八
条
の
三
の

二
第
三
項
及
び
第
四
十
八
条
の
四
第
三
項
に
お
い

て
同
じ
。）の
日
数
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、

当
該
日
数
の
休
日
を
与
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
法
第

六
十
条
第
二
項
及
び
第
六
十
一
条
の
規
定
を
遵
守

し
う
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
一
項
の
期
間
の
起

算
日
は
、
当
該
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る

も
の
に
よ
り
起
算
日
と
し
て
定
め
ら
れ
た
日
と
す

る
。

一
、
第
四
十
五
条
、
第
四
十
八
条
の
二
第
三
項
、

第
四
十
八
条
の
三
第
三
項
及
び
第
四
十
八
条
の
四

第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
日
数
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
か
つ
、
当
該
日
数
の
休
日
を
与
え
る
こ
と

に
よ
つ
て
法
第
六
十
条
第
二
項
及
び
第
六
十
一
条

の
規
定
を
遵
守
し
う
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
一

項
の
期
間
の
起
算
日
は
、
当
該
就
業
規
則
そ
の
他

こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
よ
り
起
算
日
と
し
て
定
め

ら
れ
た
日
と
す
る
。

（
労
働
時
間
の
限
度
の
適
用
除
外
）

（
労
働
時
間
の
限
度
の
適
用
除
外
）

第
四
十
二
条
の
十
二

法
第
六
十
五
条
の
二
第
五
項

の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
船
舶
は
、
法
第
七
十

二
条
の
規
定
に
よ
り
所
轄
地
方
運
輸
局
長
が
指
定

す
る
船
舶
で
あ
つ
て
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
二
条
の
十
二

法
第
六
十
五
条
の
二
第
五
項

の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
船
舶
は
、
法
第
七
十

二
条
の
規
定
に
よ
り
所
轄
地
方
運
輸
局
長
が
指
定

す
る
船
舶
の
う
ち
、
海
底
の
掘
削
に
従
事
す
る
も

の
と
す
る
。

一

海
底
の
掘
削
に
従
事
す
る
も
の

（
新
設
）

二

海
底
下
に
存
在
す
る
資
源
の
探
査
に
従
事
す

る
も
の
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
も
の
（
第
四
十
八
条
の
三
の

二
第
一
項
に
お
い
て
「
海
底
資
源
探
査
船
」
と

い
う
。）

（
新
設
）

イ

先
端
的
な
技
術
を
用
い
、
慎
重
か
つ
細
心

の
注
意
を
払
つ
て
探
査
に
従
事
す
る
船
舶
で

あ
つ
て
、
回
頭
す
る
場
合
に
お
け
る
旋
回
に

長
時
間
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

ロ

広
範
囲
の
海
域
に
お
い
て
、
長
期
に
わ
た

つ
て
物
理
探
査
に
従
事
す
る
船
舶
で
あ
る
こ

と

第
四
十
八
条
の
三
の
二

海
底
資
源
探
査
船
に
乗
り

組
む
船
員
に
係
る
法
第
七
十
二
条
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
一
定
の
期
間
は
、
十
週
間
と
す
る
。

（
新
設
）

前
項
の
船
員
の
一
日
当
た
り
の
労
働
時
間
は
、

十
一
時
間
以
内
と
す
る
。

船
舶
所
有
者
は
、
第
一
項
の
船
員
に
十
週
間
に

つ
い
て
三
十
三
日
以
上
の
連
続
し
た
休
日
を
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和元年月日 火曜日 第号官 報
〇
国
土
交
通
省
令
第
三
十
一
号

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
条
第
三
項
、
第
六
十
二
条
第
四
項
、
第
六
十
五
条
の
二
第
五
項
及

び
第
七
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
員
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
八
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

船
員
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

船
員
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
運
輸
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前

欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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